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［株式市場］SENSEX指数の推移 
（2016年1月1日～2018年3月23日） 

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移 
（2016年1月1日～2018年3月23日） 

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移 
（2016年1月1日～2018年3月23日） 
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週半ばには値ごろ感からインド株式を買う動きが見られました。
しかし、米国が中国製品に対して高関税を課す制裁措置を発表
したことを受けて週末にかけては貿易戦争懸念が膨らみました。
世界的に株式市場が下落する中でインド株式市場も下落しまし
た。 

週初は引き続き国内銀行などからの売りに押されて10年国債
利回りは上昇（価格は下落）しました。しかし、週半ば以降は新
年度の国債発行計画を巡る思惑などから債券が買われて10年
国債利回りは低下に転じ（価格は上昇）、週間でも小幅に利回
りは低下しました。 

対米ドルで週前半は弱含みましたが、週前半は米連邦公開市場
委員会（FOMC）で2018年の利上げ回数見通しが据え置かれ、
市場に安心感が広がったことなどから週後半に買い戻され、週
間では小動きとなりました。一方、貿易戦争懸念が強まる中で
円が対米ドルで上昇したことから、ルピーは対円では下落しまし
た。 

（対象期間：2018/3/19～3/23） 

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。 
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2018/3/16 2018/3/23 変化率 

33,176.00  32,596.54  -1.75% 

2018/3/16 2018/3/23 変化幅 

7.563  7.557  -0.006 

2018/3/16 2018/3/23 変化率 

1.626  1.615  -0.72% 
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